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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成25年2月21日(2013.2.21)

【公開番号】特開2011-142150(P2011-142150A)
【公開日】平成23年7月21日(2011.7.21)
【年通号数】公開・登録公報2011-029
【出願番号】特願2010-916(P2010-916)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  21/027    (2006.01)
   Ｇ０３Ｆ   7/20     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  19/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｌ  21/30    ５１５Ｄ
   Ｇ０３Ｆ   7/20    ５２１　
   Ｇ０２Ｂ  19/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年12月28日(2012.12.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源から導入した光を照射対象物に照射する照明光学系であって、
　前記照射対象物と共役な面に入射した光の一部を前記照射対象物と共役な面に再度導く
循環光学系を有することを特徴とする照明光学系。
【請求項２】
　前記照射対象物と共役な面に反射部が設けられ、
　前記循環光学系は、前記反射部にて反射した光を再び前記照射対象物と共役な面に導く
ことを特徴とする請求項１に記載の照明光学系。
【請求項３】
　２次光源を形成するインテグレータを有し、
　前記循環光学系は、前記インテグレータを透過して前記照射対象物と共役な面に入射し
た光の一部を前記インテグレータの入射面に再度導くことを特徴とする請求項１又は２に
記載の照明光学系。
【請求項４】
　前記照射対象物と共役な面に配置された、前記照射対象物の照明領域を規定する視野絞
りを有し、
　前記循環光学系は、前記視野絞りの非透過領域に入射する光を前記照射対象物と共役な
面に再度導くことを特徴とする請求項１に記載の照明光学系。
【請求項５】
　前記循環光学系は、射出面と前記照射面とが共役関係になるように配置されることを特
徴とする請求項１又は４に記載の照明光学系。
【請求項６】
　光源からの光で原版を照明する照明光学系と、前記原版からの光を基板に導く投影光学
系とを有する露光装置であって、
　前記照明光学系は、請求項１～５のいずれか１項に記載の照明光学系であることを特徴
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とする露光装置。
【請求項７】
　請求項６に記載の露光装置を用いて基板を露光する工程と、
　露光された基板を現像する工程と、
を備えることを特徴とするデバイス製造方法。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明は、光源から導入した光を、照射対象物に照射する
照明光学系であって、照射対象物と共役な面に入射した光の一部を照射対象物と共役な面
に再度導く循環光学系を有することを特徴とする。
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